
（１３）校内研修（研究）基本計画  

 ①校内研修基本計画および研究組織 

 
 

 
 

 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主題設定の理由 

「主体的に学習する」ことの改善に向け、生徒に「学ぶ姿勢」を身

につけさせることや「共に学び合う授業づくり」が必要である。授業

展開（形態）を工夫した意図的な話し合いや発表の機会を設け、話し

合う活動の楽しさを伝え、さらに発表や話し合いの中で、「認め合い、

支え合い、高め合う」集団づくりを進めていきたい。また、生徒の主

体的な意見交流を活性化させ、発表や発言することに自信をもたせて

いく。これらの取組を通して、生徒自身は身に付けた知識を関連付け

ながら学習内容を再構成できるようになり、生徒の授業に対する姿勢

が「教わるだけの姿勢」から「主体的に学ぶ姿勢」に変わっていくこ

とが大いに期待できると考えた。そして、集団の中で互いに成長を実

感し合い高まり合うことで、共に学び合い、主体的に学習する喜びを

生み出すと考え、本主題を設定した。 

生 徒 の 実 態 
〇 明るく、素直であるが、自分 

の考えを相手に伝えることが 
苦手な生徒もいる。 

〇 全国・県学力調査の結果では、
ほぼ全国平均と変わりはない
が、かなり個人差がある。また、
各学年とも低学力の生徒が数人
ずついる。 

東彼杵中学校教育目標 
 

心豊かでたくましく主体的に学ぶ生徒 
 

 １ 心豊かで、思いやりのある生徒 
 ２ 心身を鍛え、たくましい生徒 
 ３ 自らの生き方を考え、主体的に学ぶ生徒 
 ４ 協力して学び、正しく判断し、豊かな表現ができる生徒 

・日本国憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・県教育振興基本計画基本目標 

 

各 教 科 の 目 標 

国 
 

語 

国語に対する認識を深め、思
考力や創造力を養い、自他を尊
重する態度を育てる。 

社 
 

会 

国土と歴史の理解を深め、公

民としての基礎的な教養を養

う。 
数 
 

学 

数学的活動への取組を促し、

思考力、判断力、表現力等の育

成を図り、自らの考えを表現で

きる力を養う。 
理 
 

科 

安全第一に観察・実験に取り
組み、科学的に探究する活動を
通して、自分の考えを表現する
力を養う。 

音 
 

楽 
音楽を愛好する心情と感性

を育て、豊かな情操を養う。 

美 
 

術 

表現及び鑑賞の幅広い創造

的活動を通して、心豊かな生活

を創造していく態度を養い、豊

かな情操を培う。 

保 
 

体 

生涯にわたって心身の健康

を保持増進し豊かなスポーツ

ライフを実現するための資

質・能力を育成する 

技
・ 
家 

よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて、生

活を工夫し創造しようとする

実践的な態度を養う。 

英 
 

語 

言語や文化に対する関心を

深め、自国や他国の良さを知

り、国際理解の基礎を養う。 

 

研 究 領 域 
 

○ 各教科・道徳・特別活動・総合的な
学習の時間を研究領域とする。 

○ 学級経営・生徒指導・生徒理解・教
師としての資質向上についても研究
を推進する。 

研 究 仮 説 

社会との連携及び協働から様々な学びの場を広

げ、調和のとれた集団づくりや学力向上につながる

環境づくりを進めていく中で、意図的な話し合いや

発表の機会を設けた授業展開と生徒の主体的な意見

交流を活性化させる授業を工夫することによって、

主体的に学ぶ生徒を育むことができるだろう。 

研 究 内 容 

〇 学習環境づくり、集団づくり 
〇 学力向上に関する取組 
 (全国・県・町学力調査分析、i チェック) 
 (町学力向上共通実践項目、同アンケート) 
〇 研究授業、研究協議 
 (学年代表授業、オープン授業の実施)
〇 キャリア教育、ＣＳ(コミュニティ・スクール) 
 (ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業等) 
〇 ＮＩＥ 
〇 国際理解 
〇 その他 

生徒理解・特別支援、ICT、評価 
道徳教育・人権教育、教育課程 等 
 

研 究 主 題  

主体的に学ぶ生徒の育成 

～社会に開かれた教育課程の実現を通して～ 

校長 

教頭 

研究推進委員会 

各教科部会 
国語 美術 
社会 保体 
数学 技家 
理科 英語 
音楽 
 

各学年部会 

1 年部会 
(伝統芸能学習：CS) 
2 年部会 

(町おこし学習：CS) 
3 年部会 
(職場体験学習：CS) 

各分掌部会 

特活総合 

生徒指導  

健康安全 

人権平和 

視聴覚 

道徳 

特別支援 
地域連携(CS) 
 

全体研修会 教務部 

【プロジェクト班】 
〇学力向上班 
 (主体的・対話的・深い学び) 
〇キャリア教育推進班 
 (CS・NIE・国際理解を通して) 

〇高め合う集団づくり班 
 (信頼・正直・活気) 

【ふるさとを活性化する 

キャリア教育充実事業推進室】 

〇町教委との協働体制づくり 

〇町、CS、町教委との相互連携 

〇教育課程・研究発表会の検討 

〇講師派遣、専門関係機関との

連携 他 



 

平成３１年／令和元年度 校内研修計画表        【H31.4.25 現在】 

月日 校 内 研 修 担  当 研究授業・公開授業 授 業 者 

４月 

①配慮を要する生徒の掌握・全職

員共通理解 

②ＩＣＴ研修（新任者） 

③プロジェクト班計画 他 

①学担・学年・ 

生徒指導部・ＳＣ等 

②ＩＣＴ担当 

③研究部・部会 

 各教科・領域部会 

５月 
④校内研修計画 

⑤プロジェクト班／ふるさと推進室 

④研究部 

⑤研究部・部会 
 

 
 

６月 
⑥評価について 

⑦授業研究の視点について 

⑧プロジェクト班／ふるさと推進室 

⑥教務部 

⑦研究部 

⑧研究部・部会 

「長崎っ子の心を見つめる」教育週間 

（6/29～7/5） 

・道徳一斉公開授業 

 

◆英語科研究授業(兼学年代表授業) 

◆数学科研究授業 

 

 

 

 

◆岩﨑結子教諭 

◆龍現寺基洋教諭 

７月 

⑨校務支援システムについて 

⑩教員のカウンセリング能力等の 

向上について 

⑪配慮を要する生徒の掌握・全職 

員共通理解（おもに学習面） 

⑫プロジェクト班／ふるさと推進室 

〇職場体験学習 

⑨教務部 

⑩ＳＣ 

⑪学担・学年・教科・

生徒指導部・ＳＣ等 

⑫研究部・部会 

〇３年部会、CS 

 各教科・領域部会 

８月 
⑬特別支援に関する研修 

⑭全国学力調査分析・考察 

⑮プロジェクト班／ふるさと推進室 

⑬特 別支援担 当

⑭研究部・各教科 

⑮研究部 

  

９月 
⑯ＩＣＴ研修 

⑰生徒指導について（情報交換等） 

⑱プロジェクト班／ふるさと推進室 

⑯ＩＣＴ担当 

⑰生徒指導部 

⑱研究部・部会 

◆英語科研究授業 

各教科・領域部会 

◆前野吏美教諭 

 

10月 
⑲道徳教育について 

⑳プロジェクト班／ふるさと推進室 

〇伝統芸能学習 

⑲道徳教育担当 

⑳研究部・部会 

〇１年部会、CS 

◇理科研究授業(兼学年代表授業) ◇田崎克行教諭 

11月 
㉑人権教育について 

㉒プロジェクト班／ふるさと推進室 

㉑人権・同和教育担当 

㉒研究部・部会 
◇国語科研究授業(兼学年代表授業) ◇松元真理子教諭 

12月 
㉓次年度の教育課程について 

㉔町「学力向上研究発表会」に向けて 

㉕プロジェクト班／ふるさと推進室 

㉓教務部 

㉔研究部・部会 

㉕研究部・部会 

 各教科・領域部会 

１月 ㉖プロジェクト班／ふるさと推進室 ㉖研究部・部会   

２月 
㉗プロジェクト班／ふるさと推進室

〇町「学力向上研究発表会」 

㉗研究部・部会 

〇研究部 
 各教科・領域部会 

３月 ㉘年間の反省・まとめ ㉘研究部・部会 ・年間の反省・まとめ  

  
※研究授業…(◆)：実施月確定。(◇)：実施月未確定(実施月変更可能性有り。) 
※上記に加え、各月に研究推進委員会を実施する。 

 ※研究授業については、郡教育会の年間計画、初任研、若手研に関わる授業、校内研修など適宜行う。 
 ※学習支援に関する情報交換、協議等を随時実施する。 
 ※CS(コミュニティ・スクール)に関わる取組を各教科・各部会等で適宜行う。 


